
緊急時児童引き渡しマニュアル 

 宮崎大学教育学部附属小学校 

 

１ 児童引き渡しを実施する場合 

 （1）大規模な自然災害（地震、河川の氾濫の恐れ等）が発生したとき 

（2）近隣地域で凶悪事件等が発生し、犯人が逃走中で、児童への危険性があるとき 

（3）校内への不審者侵入により、被害が出たとき 

 

２ 学校までの交通手段 

 ○ 自家用車での送迎の場合は附属幼稚園駐車場を御利用ください。 

 ○ 学校周辺はかなりの交通渋滞が予想されますので、混雑を避けるために、可能であればできるだ

け公共交通機関(バス)を利用してのお迎えに御協力をお願いします。また、学校の近隣に自宅があ

る御家庭はできるだけ徒歩でお願いします。 

 

３ 児童引き渡しまでの流れ 

 （1）通信手段が使えるとき 

① 学校よりマ・メールで連絡 

    ○ 引き渡しの時間・場所・駐車場等の連絡 

   ② ご家庭は引き取り者を決定し、引き渡し場所へ行く。 

    ○ 引き渡し場所は児童の配属学級とする。 

    ○ 引き取り者は、児童玄関より入室し、保護者証または、保護者からの引き渡し依頼のメー

ルや通知履歴等を担当職員に提示する。 

   ③ 各学級に行き「○○○○（児童名）の○○（児童と引き取り者との間柄）です」と伝え、教員 

が確認を行った後、児童を引き取る。 

※ 原則引き取り者は親戚までとする。友人の保護者には依頼しない。 

※ 引き取り証は各家庭4枚配付します。引き取り可能な親戚の方にも事前にお配りください。

また、通常の登下校の見守りの際にも、不審者と区別するためにご着用をお願いします。 

 （2）万が一通信手段が使えないとき 

   ○ 大地震により（震度 5 以上）、大規模な停電が発生し、学校から連絡できない状況と推測され

る場合、保護者の判断で来校し、（1）の②・③の要領で引き取りを行う。 

３ 引き渡しの方法 
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○ 保護者入口は児童玄関のみとする。 

○ 出口は、１階渡り廊下のみとする。 

 ※ 保護者は靴を持って動く。 



４ 緊急時の運動場開放について 

 ○ 風水害や凶悪事件発生、幼稚園・中学校と使用が重なるなど、附属幼稚園の駐車場使用が困難な

場合は、附属小学校運動場を開放します。以下の導線を確認して駐車をお願いします。 
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平和台方面  

 

  ※ 平和台線から運動場へは西門から進入してください。その際必ず JA 方面から左折で入ってく

ださい。交通渋滞につながりますので、必ずお守りください。 

  ※ 全車南門を出口とし、その後の進行は左右どちらでも構いませんが、平和台方面に出る場合は 

南門から左折への御協力をお願いします。 
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